(別添様式１)
平成23年度９月補正予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名:防災資機材等整備事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　知事直轄　危機管理部門　防災課　防災担当　電話番号：058-272-1111（内2747）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11115@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：　3,316千円
（現計予算額：11,783千円　　　補正後予算額：15,099千円）

	要求内容　


	１　要求の内容


　平成２３年３月１７日に県内企業１社から毛布１，２２８枚の寄付申込があった。
県では「東日本大震災」の被災地（福島県）に、県備蓄の毛布７００枚を提供したと

ころであったため、災害時の備蓄品として寄付を受けた。
従来、毛布は圧縮・密封されたものを保管していたが、提供を受けた毛布は圧縮・密
封が行われていない。

そのため、毛布に傷みが生じるとともに衛生上使用できなくなる恐れがある。
また、保管場所が不足するため、圧縮し、保管場所を確保する（圧縮により体積　　　　１／３）。

　さらに、被災地への運搬時には、衛生的かつ一時に大量に輸送することが可能となる。
	２　所要経費


　防災資機材等整備事業費　3,316千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	
	金額
	内訳
	備考

	パック袋
	3,315,600
	（パック袋）

1,228枚×@2,700円＝

3,315,600円

	毛布パック加工、クリーニング、業者～県保管場所までの送料込み


　　 
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
６　社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる
　　・　地域では実施できない支援を推進する

	２　これまでの取組状況


　県地域防災計画及び県総合備蓄計画では、県備蓄は災害対応が困難となった市町村を

支援することを目的に、現物備蓄、流通備蓄を実施している。

「岐阜県総合備蓄計画」

　　■個人備蓄→３日分が目安

　　　大規模地震等自然災害時の生活物資（飲料水、食料、生活必需品等）の確保は、

基本的に個人が備蓄
　　■市町村備蓄→被害想定に基づく各市町村の最大避難者数の１日分を確保

　　　個人備蓄の補完（現物備蓄、流通備蓄）及び災害発生後の救助に必要な防災資機

材の分散備蓄（自治会、町内会等自主防災組織単位）

　　■県備蓄→現物備蓄等で対応

　　　市町村の備蓄推進を支援し、発災時には災害対応が困難となった市町村を支援

1 緊急に必要となる防災資機材の現物備蓄（高価、特殊用途、低活用頻度のもの）
2 市町村や他都道府県等からの調達・広域調整
	３　これまでの取組に対する評価


「東日本大震災」では、県において備蓄していた毛布（７００枚）を福島県に支援物資として提供した。また、岩手県には簡易トイレ（５０基）、防水シート（２，０００枚）、投光機・三脚（各５０基）を提供した。
	　　決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計

予算額
	11,783
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,783

	補正

要求額
	3,316
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,316

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


